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◆本資料は信頼できると思われる各種データに基づいて作成されておりますが、当社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
◆本資料は何らかの取引を誘引することを目的としたものではありません。売買に関する最終判断はお客様ご自身でなされますようお願い申し上げます。
◆金融商品のお取引には価格変動等によるリスクがあります。金融商品のお取引には手数料等をご負担頂くものがあります。金融商品取引法に基づきお渡しする書面や目論見書をよくお読みください。
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CP発行市場は複数の発行が観測され、発行レートは概ね横ばい圏であっ
た。

GC T/Nは、▲0.095～▲0.080％程度での出合いとなった。SCはロールオー
バーを中心に幅広い銘柄で取引が見られた。

16日のアウトライト市場は動意なく閑散な中、3M物で出合いが見られた。

本日の無担保コールO/N物は、邦銀業態からの調達を中心に▲0.07～▲
0.055％程度での出合いとなった。週末3日積みとなったものの、積み初日で
もあった事から、ビッドサイドに慎重な姿勢を取った先も多く、取り上がる動き
は見られず▲0.06％前後での出合いが中心となった。一巡後は、レート水準
がやや低下し▲0.07％台で散発的な出合いが見られた。ターム物は、ショー
トターム物での引き合いが散見された。

　　本日は財務省による国債等の入札は実施されませんでした。

     *New York祝日  (Juneteenth National Independence Day)
     *国庫短期証券(1164回)入札  (1年、35,000億円、6/20発行)

●当面の金融政策運営について
１．日本銀行は、本日、政策委員会・金融政策決定会合において、以下のとおり決定した。
（１）長短金利操作（イールドカーブ・コントロール）（全員一致）
　①次回金融政策決定会合までの金融市場調節方針は、以下のとおりとする。
　 短期金利：日本銀行当座預金のうち政策金利残高に▲0.1％のマイナス金利を適用する。
　 長期金利：10 年物国債金利がゼロ％程度で推移するよう、上限を設けず必要な金額の長期国債の買入れを行う。
　②長短金利操作の運用
　 長期金利の変動幅を「±0.5％程度」とし、10 年物国債金利について 0.5％の利回りでの指値オペを、明らかに応札が見込まれない場合を除き、毎営業日、実施する。
　 上記の金融市場調節方針と整合的なイールドカーブの形成を促すため、大規模な国債買入れを継続するとともに、各年限において、機動的に、買入れ額の増額や指値オペを実施する。
（２）資産買入れ方針（全員一致）
　長期国債以外の資産の買入れについては、以下のとおりとする。
　①ＥＴＦおよびＪ－ＲＥＩＴについて、それぞれ年間約１２兆円、年間約１，８００億円に相当する残高増加ペースを上限に、必要に応じて、買入れを行う。
　②ＣＰ等は、約２兆円の残高を維持する。社債等は、感染症拡大前と同程度のペースで買入れを行い、買入れ残高を感染症拡大前の水準（約３兆円）へと徐々に戻していく。
　　ただし、社債等の買入れ残高の調整は、社債の発行環境に十分配慮して進めることとする。
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国債買入（固定利回り方式）（残存期間５年超１０年以下）※1 2023/6/19 0.075 0 0
国債買入（固定利回り方式）（残存期間５年超１０年以下）※2 2023/6/19 0.285 0 0
国債買入（固定利回り方式）（残存期間５年超１０年以下）※3 2023/6/19 0.255 0 0
国債補完供給（国債売現先）・即日（午前オファー分） 2023/6/16 2023/6/19 ▲0.350 39,079 39,079 ▲0.350 ▲0.351
国債買入（固定利回り方式）（残存期間５年超１０年以下）※4 2023/6/19 0.075 0 0
国債買入（固定利回り方式）（残存期間５年超１０年以下）※5 2023/6/19 0.285 0 0
国債買入（固定利回り方式）（残存期間５年超１０年以下）※6 2023/6/19 0.255 0 0
国債補完供給（国債売現先）・即日（午後オファー分） 2023/6/16 2023/6/19 ▲0.350 0 0

※4固定利回較差の結果、10年利付国債370回の買入利回りは、0.500％となる。買入金額に制限を設けずオファー。※5固定利回較差の結果、10年利付国債359回の買入利回りは、0.500％となる。買入金額に制限を設けずオファー。※6固定利回較差の結果、10年利付国債360回の買入利回りは、0.500％となる。買入金額に制限を設けずオファー。

*オペの種類が、国債補完供給（国債売現先）の場合は、上限期間利回り。国債買入（固定利回り方式）の場合は、固定利回較差。

※1固定利回較差の結果、10年利付国債370回の買入利回りは、0.500％となる。買入金額に制限を設けずオファー。※2固定利回較差の結果、10年利付国債359回の買入利回りは、0.500％となる。買入金額に制限を設けずオファー。※3固定利回較差の結果、10年利付国債360回の買入利回りは、0.500％となる。買入金額に制限を設けずオファー。


